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主な内容

スマホで動画！
　議会報告会の告知動画をご覧
いただけます。
※詳しくは裏表紙へ

議会報告会議会報告会1111月月99日㈰日㈰・・1010日㈪日㈪

議会報告会を開催します
　11月9日（日）は遠山公民館にて対面方式、11月10日（月）は成田市役所議会棟にて対面方式
とオンライン方式で開催します。当日は参加された皆さんとの意見交換も行いますので、皆さ
んの参加をお待ちしております。→詳しくは、裏表紙をご覧ください。

より良い地域にするためにより良い地域にするために
あなたのあなたの“声”“声”をを
聞かせてください聞かせてください



決算議案を含む20議案を可決・同意・認定
手数料の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定、下水道事業運営審議会設置条例の制定など

9月 定例会ハイライト

　令和7年9月定例会は、8月29日に招
集され、9月25日までの28日間の会期
で開催しました。定例会の初日には20議
案が上程されました。9月2日には、決算
関連議案を審査する決算特別委員会を新
たに設置しました。
　一般質問は、2日から4日間、19人の
議員が登壇して行い、5日には人事案件
1件を先議し、同意しました。8日からは
各常任委員会、特別委員会を開催しまし
た。
　最終日には、議案19件を原案どおり可
決・認定し、閉会しました。

【9月定例会の日程】
月　日 内　容

8月29日（金）本会議（開会、会期の決定、全議案一括上程）
9月 2日（火）本会議（一般質問）

3日（水）本会議（一般質問）
4日（木）本会議（一般質問）
5日（金）本会議（一般質問、議案審議、議案質疑、委員会付託）
8日（月）建設水道常任委員会、空港対策特別委員会
9日（火）教育民生常任委員会

10日（水）経済環境常任委員会
11日（木）総務常任委員会
16日（火）決算特別委員会
17日（水）決算特別委員会
18日（木）決算特別委員会
25日（木）本会議（会議録署名議員指名、議案審議、閉会）

　住民票や印鑑登録証明書等の各種証明書について、
サービスを利用する人と利用しない人との間で公平性
の確保等を進めるため、令和8年度から手数料の見直
しを行います。（詳しくは、3ページへ）

各種証明書の交付手数料が
引き上げに

　学校が主体となってきた部活動を地域の多様な主体
が運営する部活動の地域展開について、令和7年9月
から行われる新人戦終了後から、第3期モデル事業を
開始します。（詳しくは、3ページへ）

部活動の地域展開を
4拠点で実施

 

　本会議はライブ・録画中継を、委員会はライブ中継を配信しています。成田市議会
のホームページから議会中継のページを選択してください。また、一般質問（9ペー
ジから15ページ）の様子について、議会中継システムにアクセスするためのQRコー
ドを議員ごとに掲載していますので、ぜひご覧ください。

⃝�会議の正式な記録である会議録をホームページ上で公開してい
ますので、こちらもアクセスしてみてください。

市議会の様子をパソコンやスマートフォンでご覧いただけます
議会中継
を選択

 

議会HP
QRコード
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（注1）繰越明許費…何らかの事情で年度内に支出を終わらない見込みの経費について、翌年度に繰り越して使用することができるもの。

教育民生常任委員会
部活動の地域展開が新たな段階に

　議案2件をいずれも可決しました。所
管事務について3件の報告を受けました。
▼▼議案
障害者福祉手当支給条例及びこども発
達支援センターの設置及び管理に関す
る条例の一部改正
　障害者の日常生活及び社会生活を
総合的に支援するための法律において、
障害福祉サービスとして新たに就労選
択支援が創設され、障がい者が就労を
希望する場合、就労に関する適性や能
力を評価することなどの規定が追加さ
れたため、関係する条例を改正します。
主な質疑

QQ この改正により、支援体制を変
更する事業所はあるのか。

AA 2事業所が就労選択支援のサー
ビスを開始すると聞いている。

▼▼所管事務調査
第3期部活動地域移行モデル事業
　部活動の地域展開は、第2期モデル
事業が令和7年8月末で終了したため、
9月から実施される新人戦終了後より、
市内を4拠点に分け、それぞれの拠点
に複数の地域クラブが活動する第3期モ
デル事業を実施します。第3期モデル事
業は、クラブ編成と地域クラブでの大
会参加について変更し、クラブ編成で
は、1クラブ当たりの登録人数が種目ご
とに想定した人数を上回った場合は複

数のクラブに分け適正な数で実施しま
す。1クラブ当たりの登録人数が想定を
下回った場合は、拠点を越えて複数の
クラブを統合し、調整を行います。し
かし、基本的には4拠点を原則としてお
り、適正な参加生徒数に調整するため
の限定的な措置とします。また、地域
クラブでの大会参加について、令和7年
度より、地域クラブとしての大会参加
には、水泳・剣道以外の種目は日本ス
ポーツ協会公認資格が必要と明記され
たため、生徒が大会に参加できないと
いう不利益が生じないよう、当面の間、
小中学校体育連盟が主催する大会は、
原則、部活動として参加します。今後、
休日の練習は地域クラブで実施し、総
合体育大会等は部活動として参加する
一方で、地域クラブとして参加できる
大会には地域クラブとして参加すること
を考えています。

総務常任委員会
令和8年4月1日より各種証明書等
の発行手数料が引き上げ
　議案4件をいずれも可決しました。所
管事務について3件の報告を受けました。
▼▼議案
手数料の見直しに伴う関係条例の整備
に関する条例の制定
　令和6年に決定した使用料・手数料
の見直しに関する基本方針に基づき、
手数料の見直しを行います。住民票・
印鑑登録証明書・納税証明書などでは、
交付手数料を300円から400円に引き
上げ、他の手数料も含めた平均改定率
は約122％となり、全体で約6,500万
円の増収を見込んでいます。この改正
は、令和8年4月1日より施行します。
主な質疑

QQ 使用料と手数料は、一体的に見
直すとしていたが、手数料のみ

の見直しとした理由は。

AA 使用料は、これまでの経過を鑑
み、施設使用料を減額や免除

する基準の統一など、いくつか課題を
残しているため見送った。市民や事業
者の負担に可能な限り配慮するととも
に、受益と負担の公平性の確保等を着
実に進めることも重要な観点であるた
め、総合的に勘案して、手数料のみの
見直しとした。
令和7年度一般会計補正予算
　令和6年度決算剰余金の一部を財政
調整基金に積み立てるための経費とし
て10億257万9,000円、食材価格が高
騰する中、栄養バランスや量を保った
学校給食を提供するための経費として
2,439万1,000円を増額するなど、補
正後の総額は695億2,454万9,000円
となります。また、遠山中学校体育館
長寿命化改修工事実施設計委託料など
について、令和7年度中の完了が見込
めないため繰越明許費（注1）を設定します。

主な質疑

QQ 遠山中学校体育館長寿命化改修
工事実施設計委託について、繰

越明許費を設定する理由は。

AA 入札不調が2度あり、年度内の
完了が見込めなくなったため、

改めて発注することに伴い、繰越明許
費を設定する。委託料の予定額は、複
数の設計事務所からの見積もりを参考
に設定するとともに、発注が集中する
時期を外すことで、入札不調となった
原因である機械設備の協力事業者の確
保が可能になると考えている。

常任委員会委員会審査レポート
本会議で委員会に付託された主な議
案と審査内容の概要および報告され
た内容の一部を要約して紹介します。

遠山中学校体育館
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経済環境常任委員会
不法投棄の通報がLINEで簡単に

　議案1件を可決しました。所管事務
について1件の報告を受けました。
▼▼議案
市有財産の取得（リーチローダ）
　リサイクルプラザ粗大ゴミ処理棟に
おいて、プラットホームでの廃棄物の
運搬やストックヤードでの積み込みに
使用しているリーチローダについて、
経年劣化による故障等により修繕に多
くの時間と費用を要しているため新規
車両に交換します。
主な質疑

QQ メーカーが示している耐用年数
は10年だが、現在のリーチロー

ダは何年使用したのか。

AA 現在使用しているリーチロー
ダは、平成5年に配置したもの

で、32年使用している。

▼▼所管事務調査
成田市公式LINE不法投棄等通報機能
の導入
　本市の不法投棄等の通報・発見件数
は、令和4年度が345件、令和5年度
は320件、令和6年度は278件であり、
減少傾向で推移しているものの、不法
投棄等の問題は依然として後を絶ちま
せん。このような状況を受け、市民
が円滑に通報を行えるよう、令和7年
9月1日より、成田市公式LINEによる
不法投棄等通報の運用を開始しまし
た。LINEによる通報は、スマートフォ
ンから24時間いつでも通報でき、位
置情報の送信や不法投棄物の写真を添
付することで、従来の電話での通報と
比べて、現場の状況をより簡単に詳し
く伝えることができます。不法投棄は、
人目につきにくい道路沿いや山林など
に多く発生していることから、電話に

よる通報では投棄場所の聞き取りに時
間を要していましたが、LINE通報に
より位置情報が受け取れることから、
スムーズな現場確認が可能になると考
えています。不法投棄をなくすには、
市民一人一人が不法投棄をしない、さ
せない、許さないという意識が大切で
あることから、今後も市民に協力をい
ただきながら対策に取り組み、LINE
通報の導入により、より一層、市民の
意識が高まることを期待しているとの
ことでした。

下水道事業の安定的な経営に向
け審議会を設置
　議案3件をいずれも可決しました。
▼▼議案
水道事業給水条例等の一部改正
　市町村の区域内の給水装置や排水設
備の工事は、当該市町村長等が指定し
た事業者が工事を行う制度とされてい
ますが、令和6年1月に発生した能登
半島地震では、指定工事事業者の確保
が困難な状況となり、家庭で水が使用
できない状況が長期化しました。こう

した事態を踏まえ、国は給水装置工事
及び排水設備工事に関する通知を発出
し、災害等の場合で指定工事事業者の
確保が困難と判断したときは、他の市
町村長等が指定した事業者による工事
を可能としました。本市においても、
災害その他非常の場合において、他の
市町村長等が指定した事業者による宅
内配管工事の実施を可能とします。
下水道事業運営審議会設置条例の制定
　下水道の使用料は、平成12年度に
20％の値上げ改定を行い据え置いて
いますが、令和7年3月に改訂した公
共下水道事業経営戦略では、物価上昇
に伴う経費の増加や老朽化による更新
工事に要する経費の増加が見込まれ、
経営状況が厳しくなると予想していま
す。このような状況を受け、今後の使
用料の見直しも含めた下水道事業の
運営について審議するに当たり、公平

性・透明性を確保するため、下水道事
業運営審議会を設置します。審議会の
委員構成は、水道事業運営審議会を参
考としており、識見を有する者を2名
以内、商工業者の代表や大口需要者な
どを想定した各種団体や事業所の代表
者2名以内のほか、公募による受益者
の代表3名以内を予定しています。
主な質疑

QQ このタイミングで、審議会を設
置することとした理由は。

AA 令和元年度に公営企業会計に
移行し、一定期間経過したこ

とから、経営や資産状況をより正確
に把握できるようになった。社会情勢
の変化等に伴う経営環境の変化を踏ま
え、下水道事業について様々な意見を
いただき、審議をしていくことが必要
となっていることから、審議会を設置
するものである。

建設水道常任委員会

常任委員会委員会審査レポート
本会議で委員会に付託された主な議
案と審査内容の概要および報告され
た内容の一部を要約して紹介します。

LINE通報の使用画面
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請願書・陳情書をオンラインでも提出できます！教ううりり
てえ

!!!!くくんんなな

※請願書や陳情書の作成・提出方法の詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

請願・陳情とは
　市民の皆さんの意見や要望を行政に反映させるため、議会に対
して文書で施策の実現などを要望する制度です。

番外編

1

WordデータまたはPDFデータ
のいずれかを作成してください。

請願書または陳情書を用意 2

運転免許証やマイナンバーカー
ド（表面）の写真データを用意し
てください。

身分証明書を用意 3

表示されている内容に従い、入
力やデータをアップロードして
ください。

請願書等と身分証明書をWeb
フォームにアップロード

提出方法

空港対策特別委員会
空港会社による航空機騒音健康影響
調査の実施
▼▼報告
令和6年8月に発生した航空事故の調査
結果
　令和6年8月13日に発生したアトラ
ス航空貨物機による航空事故について、
令和7年7月31日に運輸安全委員会が
航空事故調査報告書を公表しました。
事故の原因は、地上滑走中に主脚のタ
イヤが損傷し、ホイールがむき出しの
まま離陸滑走を続けたことにより、ホ
イールの破片が機体構造部等を損傷さ
せたことや損傷したタイヤの破片が隣
接するタイヤを傷付けた可能性が指摘
されています。最初のタイヤが損傷し
た原因は特定できていませんが、タイ
ヤ圧が減少していたことが原因であっ
た可能性があると指摘されており、再
発防止策として、タイヤ圧の管理の徹
底、タイヤ等の点検処置に関する基準
の厳格化・明確化、胴体下部のタイヤ
は常に新品タイヤを使用するとのこと
でした。航空局では、ボーイング747

系列型機を運航する本邦航空会社や同
系列型機にて我が国に乗り入れている
外国航空会社に対し、本報告書が公表
されたことを共有するとともに、タイ
ヤ圧の低下傾向を適切に把握し、タイ
ヤ交換や不具合探求につなげるよう要
請したとのことでした。
成田国際空港航空機騒音健康影響調査
の実施
　A滑走路の発着時間変更による影響
調査や令和2年に拡大した騒音対策区
域の現況把握を目的として、令和7年
10月1日からアンケート調査に加えて、
客観的手法を用いた睡眠調査を実施す
る予定とのことでした。アンケート調
査は、過去とほぼ同様の内容で、本市
のほか6市町の中から騒防法第一種区
域や隣接区域等の20歳以上80歳未満
の男女から無作為に抽出した約7,000
名を対象に実施します。また、睡眠調
査は、自宅において10日間体動計や
心電計により睡眠時の状態を計測する
ことに加え、屋内外の騒音も計測し、
その関連を調査するものであり、対象

者はアンケート調査の回答者の中から
募集し、令和7年12月から令和8年2
月の間に実施するとのことでした。今
回の調査結果は、成田国際空港航空機
騒音健康影響調査委員会において、こ
れまでの調査結果を含め総合的に分析
した上で公表を予定しています。
主な質疑

QQ 睡眠調査は、希望者の中から条
件に合致する者を抽出するとの

ことだが、その詳細は。

AA 睡眠調査の対象は、アンケート
調査の回答者のうち希望する

者とするが、睡眠薬の服用者等は対象
から外すことを考えており、対象人数
は、その中から抽出した32名程度を
予定している。

特別委員会
本会議で委員会に付託された主な議
案と審査内容の概要および報告され
た内容の一部を要約して紹介します。

委員会審査レポート

請願・陳情HP
QRコード 5



決算特別委員会委員会審査レポート
本会議で委員会に付託された主な議
案と審査内容の一部を要約して紹介
します。

審査の流れ

決算特別委員会へ議案を付託

9/5 本会議
議案の説明・質疑 委員長報告

討論・採決 討論・採決

委員長 一山　貴志
副委員長 中島　圭介
委　員 小泉　英樹 飯嶋　重一

藤﨑　勇一 荒川さくら
鬼澤　雅弘 神﨑　　勝
伊藤　竹夫 神﨑　利一
村嶋　照等 石渡　孝春

令和6年度決算関係9議案を
可決・認定

　9月定例会では、令和6年度決算関係9議案を審査するための決算
特別委員会が9月2日に設置され、16日から18日の3日間にわたり
審査を行い、いずれも原案のとおり可決・認定しました。

一般会計の内訳

市税（45.8％）
332億2,400万円

国庫支出金（13.8％）99億8,080万円
繰入金（7.4％）
53億3,560万円

地方消費税交付金（5.5 ％）
40億1,863万円

市債（5.8％）
42億1,920万円

県支出金（5.5％）
39億9,122万円

繰越金（3.7％）
26億8,122万円

その他（7.1％）51億7,556万円

諸収入（5.4％）
39億1,073万円 民生費（35.0％）

246億3,012万円

総務費（19.0％）
133億4,154万円

教育費（10.3％）
71億9,703万円

衛生費（10.0％）
70億4,191万円

公債費（8.2％）
57億6,463万円

土木費（7.3％）
51億5,856万円

消防費（4.1％）
28億7,155万円

商工費（3.1％）
21億8,334万円

農林水産業費（2.3％）
16億3,637万円

その他（0.7％）4億6,722万円

725億3,696万円歳入 702億9,226万円歳出

令和6年度決算額 ※数値は1万円未満を四捨五入しているため、合計と内訳が一致していない箇所があります。

会計名 歳入 歳出 差引額
一般会計 725億3,696万円 702億9,226万円 22億4,470万円

国民健康保険
事業勘定 127億9,298万円 126億5,951万円 1億3,346万円
施設勘定 1億1,711万円 1億702万円 1,009万円

公設地方卸売市場 7億548万円 6億9,032万円 1,516万円
介護保険 87億6,410万円 86億6,267万円 1億143万円
後期高齢者医療 17億2,466万円 17億1,990万円 476万円

合　計 966億4,129万円 941億3,168万円 25億961万円

区分 収入 支出

水道事業
収益的収支 19億9,696万円 21億559万円
資本的収支 5億8,168万円 13億6,697万円

簡易水道事業
収益的収支 3億453万円 3億275万円
資本的収支 9,115万円 1億5,349万円

下水道事業
収益的収支 36億2,689万円 35億6,443万円
資本的収支 11億360万円 12億3,198万円

農業集落排水事業
収益的収支 2億3,336万円 2億3,376万円
資本的収支 6,233万円 9,059万円

令和6年度成田市一般会計・特別会計決算額 令和6年度地方公営企業会計決算

可決
認定

9/16～18決算特別委員会

可決
認定

9/25 本会議

（前年度比2.4％プラス） （前年度比2.7％プラス）
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主な質疑

法人市民税が減少

Q 法人市民税について、一部の企業の納税額が減少し
たため、予算額に対し決算額が減額となったとのこ

とだが、全体的な傾向は。

A 納税額は一部の高額納税企業において減額となった
が、その他の企業においては幅広く増額となってお

り、今後もコロナ禍
か

前の水準に向けて順調に回復していく
ものと考えている。

歳 入

高校生等の医療費支援

Q 高校生等医療費助成事業について、前年度決算額と
比較して増額となった理由は。

A 令和5年8月から現物給付を開始したことにより、
受診がしやすくなったことや、同一医療機関での負

担額について、1か月当たりの上限額を設けたことにより
利便性が向上し、利用が増えたものと考えている。

民生費

保険料の引き上げによる影響

Q 令和6年度に行った保険料の引き上げによる影響額
は。

A 現年度分の保険料の調定額は約1億9,718万円の増
額となり、1人当たり年間7,743円の増額となって

いる。保険料の低い負担割合が2割のモデルケースでは、
単身者世帯で収入が公的年金のみで200万円の場合、年間
で600円の増額となっている。

後期
高齢者
医療

DX推進による効果

Q 電子自治体推進事業について、RPA（注2）やAI-OCR（注3）

の導入により、どの程度処理時間の削減につながった
のか。

A 会計年度任用職員の給与データの作成や補助金の振
込データの作成など5業務で導入しており、4割か

ら9割程度の業務時間を削減することができた。

総務費

成田市産食材の使用率

Q 学校給食事業について、使用した主要食材の地産地
消の割合は。

A 米はすべて成田市産を使用しており、野菜類のうち、
使用量の多いニンジンの成田市産または千葉県産の

使用率の合計は、69.6％である。

教育費

物価高騰などによる影響

Q 純損失額について、どのように評価しているのか。

A 給水人口の増加や企業活動の活性化による給水収益
の増加、国の激変緩和対策による電気料の減少など

により、当初の見込みより損失額は縮減している。今後の
経営健全化に向け、若干ではあるが状況が上向いたものと
考えている。

水道
事業

市債の状況

Q 公債費の決算額が前年度と比較して増額となった要
因は。

A 大規模事業等の財源として令和2年度に借り入れた
市債の元金償還が始まったことが主な要因である。

公債費

水道事業にも物価高騰の影響が

高校生等も受給者証が使用可能に

（注2）RPA…ソフトウェアロボットを使用して、人間がパソコンで行っていた定型的で反復的な作業を自動化する技術。
（注3）AI-OCR…AI技術、特にディープラーニングを活用して画像から文字を高精度で認識・抽出する技術。
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電子ブック
　成田市議会のホーム
ページでバックナンバー
を公開しています。電子
ブック版とPDF版があり
ますので、パソコンやス
マートフォンでご覧くだ
さい。

マチイロ
　スマートフォンアプリ「マチイロ」で登録をいただくと発
行日に通知が来ますので、読み忘れることがなくなります。
　登録はこちらのQRコードからお願いします。

行政情報アプリ「マチイロ」とは
　自治体が発行する広報紙やホーム
ページの新着情報をスマートフォン
やタブレットで読むことができるア
プリです。

マチイロQRコード

を電子ブックやアプリ「マチイロ」で

議 

案 

番 
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件　名
（件名は一部省略しています）

議 
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政友クラブ 豪政会 公明党 リベラル 共産党 虹 暁
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 ▼ 議　案
1 教育委員会委員の任命の同意（磯

いそ

部
べ

　祐
ゆう

子
こ

） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

2
成田市議会議員及び成田市長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一部
改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

3 手数料の見直しに伴う関係条例の整備に関
する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 × ×

4
成田市障害者福祉手当支給条例及び成田市
こども発達支援センターの設置及び管理に
関する条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

5 成田市水道事業給水条例等の一部を改正す
る条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

6 成田市下水道事業運営審議会設置条例の制
定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

7 市有財産の無償貸付け（有限会社ＡＴＯＭ
国際交流及び株式会社ＭＵＲＡＮＡＧＡ６） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

8 市有財産の取得（リーチローダ） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

9 令和６年度成田市一般会計歳入歳出決算の
認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 × ○

10 令和６年度成田市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○

11 令和６年度成田市公設地方卸売市場特別会
計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

12 令和６年度成田市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

13 令和６年度成田市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 欠 ○ ○

14 令和６年度成田市水道事業会計決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

15 令和６年度成田市簡易水道事業会計決算の
認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

16 令和６年度成田市下水道事業会計積立金の
目的外使用及び決算の認定

可決及
び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

17 令和６年度成田市農業集落排水事業会計決
算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

18 令和７年度成田市一般会計補正予算（第３
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

19 令和７年度成田市介護保険特別会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

20 令和７年度成田市下水道事業会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

※○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　※ 議長（荒木　博）は採決に加わりません。
※�会派名の略称は次のとおり　リベラル＝リベラル成田、共産党＝日本共産党、虹＝虹と緑、

暁＝暁
あかつき

真
しん

世
せい

。議案と審議結果
一覧
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　市政に関する一般質問は、9月2日から9月5日までの4日間で行わ
れ、19人の議員が登壇しました。質問と答弁の内容を要約して掲載
しています。一般質問

一般質問…議員が市政の方針や考え方を市長などに聞くものです。

市政を問う！

議員横にあるQRコードを読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

（注4）シェイクアウト訓練…地震発生時の安全確保行動「まず低く、頭を守り、動かない」を身につける訓練であり、一定の場所に集まる必要もなく、参加の意
思があれば場所を問わず、時間がかからず、家庭、学校、職場の実態に応じて実施することができる。

問 環境に配慮した経済発展を目
指す上で、資源や製品を経済活動の
様々な段階で循環させることで、資源
の効率性を高め、新たな資源の採取や
エネルギーの消費、廃棄物の発生を最
小限に抑え付加価値を生み出していく
というサーキュラーエコノミーの推進
が重要となる。先進的な自治体では、
地域特性を生かした脱炭素ビジネス、

エネルギーの自給率向上や資源循環ビ
ジネスの構築等によって、新たな価値
や雇用が生まれたといった報告がされ
ている。新たな成長の扉を開く鍵とし
て、サーキュラーエコノミーへの移行
は重要な課題と考えるが見解は。また、
国が市町村に対し、リチウムイオン電
池の適正処理について方針を示したが
市の考えを伺う。

答 サーキュラーエコノミーの推
進には、国や地方公共団体といった行
政だけではなく、事業者や国民等も含
めた様々な主体がお互いに連携、協力

して取り組む必要があると考えている。
本市としては、国の動向や先進事例等
を注視しながら、これまで行ってきた
取り組みをさらに進めていくことで、そ
の役割を果たしていく。リチウムイオン
電池の適正な処理については、今後の
国の動向を注視しつつ、他の自治体の
状況を参考に分別・回収方法等を検討
していく。

その他の質問 ▶循環型社会につい
て　▶成人・高齢者におけるRSウイ
ルス感染症について　▶教育施策につ
いて

サーキュラーエコノミーへの移行に向けた見解は

問 「天災は忘れた頃にやってく
る」という警句を残した寺田寅彦は、

「日本は気象学的地球物理学的にも、
極めて特殊な環境の支配を受けている
ために、特殊な天変地異に、絶えず脅
かされなければならない運命の下に置
かれていることを一日も忘れてはなら
ないはずである」と記述している。大
正12年の関東地震が発生した9月1日
は防災の日とされ、国や地方自治体な
どが主催する防災訓練が毎年行われて
いるが、参加している人は日本全体か
ら見ればごく一部でしかない。年に一

度は市民全員が一斉に参加するような
防災訓練を実施し、地域防災力の体制
づくりを進めていく必要があると考え
るが、市の取り組みを伺う。

答 本市では、総合防災訓練をは
じめとした様々な訓練を実施しており、
毎年、防災の日には市域全体を対象と
したシェイクアウト訓練（注4）を実施して
いる。東日本大震災以降、地震災害へ
の備えがさらに重要となっており、訓
練を通じて自助の意識を高め、市民･事
業者の地域防災力の体制づくりと地震
災害へのリスクや地震発生時の安全確

保行動の理解促進を図っている。引き
続き多くの市民に参加いただけるよう、
広報なりた等で周知し、市民の防災意
識の向上のため、訓練を実施していく。

その他の質問 ▶航空機騒音におけ
る夜間騒音の評価指標を追加するには　
▶航空機の部品欠落について　▶「令
和の米騒動」を契機とした農業政策の
新たな考え方は

災害列島・日本で暮らす市民の地域防災力は

細
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市政を問う！　一般質問

（注9）PFI…◯。

（注5）HPVワクチン…子宮頸がんを予防する定期予防接種のワクチン。
（注6）キャッチアップ接種…子宮頸がん予防ワクチンの積極的な勧奨差し控えにより接種機会を逃した方へ、公平な接種機会を確保するために設けられた制度。

問 令和4年12月定例会の私の
一般質問において、「東和田南部地区で
は、土地区画整理組合設立準備会が組
織され、事業協力者も決定したため、
事業を成立させるための土地利用計画
や事業計画、資金計画を作成し、地権
者の合意形成に努め、早期に組合設立
を目指したい。そのためにも市として
は産業用地可能性調査を実施し、準備

会及び事業協力者と連携しながら企業
誘致に適した土地利用計画ができるよ
う努める」との答弁があった。東和田
南部地区の事業化に向けた取組状況と
インターチェンジ構想の実現に向けた
進捗状況を伺う。

答 東和田南部地区においては、
幹線道路の整備やインターチェンジの
設置と合わせて産業系を中心とした土
地利用を図ることとし、土地区画整理
組合設立準備会が選定した事業協力者
と事業の実現性を高める土地利用計画
の検討を進めるなど、準備会や事業協

力者、市が一体となり、早期の組合設
立に向けて取り組んでいるところであ
る。また、事業予定区域内から東関東
自動車道へ接続するインターチェンジ
の設置計画は、連結許可申請に向け具
体的な施工計画の検討やそのために必
要となる詳細な現地調査を進めつつ、
国や関係機関との事前協議も継続して
いるところである。

その他の質問 ▶コメの増産や担い
手の確保に向けた取り組みを　▶森林
環境譲与税を活用した森林保全につい
て

新たなまちづくりに向けた取り組みの現状は

問 HPVワクチンは、平成25年
に小学校6年生から高校1年生相当の
女子への定期接種が開始されたが、重
篤な副反応が相次いで報告され、わず
か2カ月で国はワクチン接種の積極的
勧奨を中止した。その後、国は9年ぶ
りに積極的勧奨を再開し、本市も未接
種者に対してキャッチアップ接種（注6）

を行っているが、全国ではワクチン接

種後に生じた健康被害に苦しむ方がい
る。ワクチン接種後の健康被害につい
て、どのように周知しているのか。

答 本市では、HPVワクチンの予
診票を小学校6年生に相当する接種者
と保護者に送付する際、ワクチンの効
果とリスクについて記載した予診票と
リーフレットを同封し、ワクチンの特
性を十分に理解していただいた上で接
種を受けるよう案内しており、接種前
には医師による説明を受けることとし
ている。また、未接種者への接種勧奨
や市民へ周知を行う際は、国のホーム

ページも併せて案内し、副反応等のリ
スクを含めた正しい知識の下、安全に
接種を受けてもらうよう努めている。

その他の質問 ▶次期教育振興基本
計画について　▶生物多様性の回復・
創出について　▶市表彰について

HPVワクチン（注5）の接種について丁寧な対応を

問 会派公明党では、手話通訳者
の確保や手話文化について質問してき
たが、令和7年6月18日に手話の普及
に向けた手話施策推進法が衆議院本会
議において全会一致で可決成立され、
6月25日に施行された。この法律で
は、手話が重要な意思疎通の手段であ
ることが位置づけられ、手話を使って
暮らせる環境整備等が国や自治体の
責務として明記された。手話を楽しむ
取り組みと手話施策推進法制定を受け
て、本市の施策としての今後の考え方
と運用について伺う。また、市の施策

にどのように盛り込むのか。
答 本市では、聴覚に障がいのあ

る方が地域で手話を使用して日常生活
を円滑に営めるよう環境の整備を図っ
ており、手話施策推進法により、9月
23日が「手話の日」と定められたこと
を受け、手話に関する市民の理解と関
心を一層深めるため、さらなる啓発活
動を実施していく。また、聴覚に障が
いがある方の円滑な意思疎通を図るこ
とを目的に、本市と成田市聴覚障害者
協会等で組織している意思疎通支援事
業運営委員会において、ニーズや課題

等を整理し、手話に関する各種施策を
検討しており、今後策定する次期成田
市総合保健福祉計画や第8期障がい福
祉計画の中で適切に位置づけていく。

その他の質問 ▶子ども・子育て支
援の考え方について　▶ゼロカーボン
シティの実現に向けた取り組みは　▶
成田市場の周辺施設・開発計画との連
携について

手話施策推進法制定を受けて市の今後の考え方は
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GIGAスクール端末

クールカウンセラーやスクールサポー
トスタッフ等の業務用端末としての活
用、その他の施設では老人福祉施設で
の見守りカメラとしての活用等を挙げ
ている。本市では、活用例を参考にす
るほか、各課の業務でのタブレット端
末の利活用を検討するため、全庁に対
してタブレット端末の再活用の方法と
利用ニーズについて調査しているとこ
ろである。

その他の質問 ▶ネーミングライツ
の導入について　▶デジタルマップ
サービスの導入について

市政を問う！　一般質問

問 成田湯川駅周辺地域は、高い
交通利便性と自然豊かな環境という大
きな強みを持っているが、市としての
位置づけや将来像をどのように考えて
いるのか。駅周辺は空港や都心へのア
クセスが良いにもかかわらず、駅前に
ふさわしいとは言い難い。市有地があ
るとのことであり、駅前にふさわしい
姿を総合計画等で検討してはいかがか。

答 都市計画マスタープランでは、
成田湯川駅周辺を生活拠点として位置
づけ、商業・業務・公共サービスの機
能充実を図るとしている。駅南側では、
駅の開業に合わせ駅前広場や道路の整
備等を進めてきたが、高いポテンシャ
ルが十分に発揮されていない。駅北側
は市街化調整区域であるが、北千葉道
路等の開通により、新たな土地活用の
可能性が広がるとともに、下福田地先
の大型物流施設の稼働後は、従業員が
最寄り駅として利用することも想定さ
れ、新たなにぎわいの創出につなげよ

うとする民間事業者の取り組みも期待
される。周辺のあるべき姿などといった
駅周辺の広い範囲での構想等は、民間
事業者による開発計画などの進捗を踏
まえながら、今後、総合計画や都市計
画マスタープランにおいて、庁内で議
論してまいりたい。

その他の質問 ▶下総インターチェ
ンジと圏央成田インターチェンジ周辺
の企業誘致の現状は　▶農業機械リー
ス制度や農作業受託などの支援策につ
いて　▶小学校における通学距離の現
状とスクールバスについて

成田湯川駅周辺のまちづくりの展望は

問 令和8年度に処分予定となっ
ているGIGAスクール構想により整備
されたタブレット端末について、市民
より「まだ十分に使用できるのであれ
ば、処理委託による再使用や再資源化
ではなく、市民生活や公共サービスに
再び生かすことができないのか」との
意見をいただいた。この意見を参考に
すべきと考えるが、タブレット端末の

再使用に向けた取り組みの考えは。
答 タブレット端末の再活用につ

いて、国は自治体関係者からのヒアリ
ングを参考に活用方法の例を示してお
り、学校では指導者用端末のほか、ス

タブレット端末の再使用に向けた取り組みについて

問 外国人との共生において重要
な課題は日本語教育である。公立小中
学校での日本語教育は自治体の責任と
され、日本のルールや日本語を理解し
ていないまま入学することは、子ども
や学校にとって負担となる。神奈川県
等で設置されている、外国にルーツを
持つ子どもが学校生活をスムーズに始
められるよう、学校生活に慣れるまで
の生活指導や日本語指導を一定期間行
う日本語初期指導教室（プレクラス）の
設置について、本市の見解を伺う。

答 プレクラスの実施は、外国人

児童生徒の支援において有効な方策と
考える。しかし、児童生徒の一人一人
のニーズを的確に把握し特別の教育課
程を編成するとともに、個々の指導計
画を作成する時間の確保、教員免許を
持つ人材の確保や保護者の送迎を要す
ること等の課題がある。こうした課題
の解決に向け、令和7年度より新たに
日本語教育補助員一人一人にタブレッ
ト端末を貸与し、タブレット端末を効
果的に活用した日本語教育を実施でき
るようにするほか、状況に応じてオン
ラインでの日本語指導も実施できるよ

う、試験的な運用を開始する予定であ
る。今後も日本語教育補助員等の人材
確保に努めるとともに、他自治体の取
り組みも参考にしながら、より良い支
援の在り方について検討していく。

その他の質問 ▶空港都市圏の形成
を目指す成田空港エアポートシティ構
想への取り組みは　▶国際感染症に備
えるための実効性のある計画づくりは

外国人児童生徒の日本語初期指導教室の設置を
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市政を問う！　一般質問

問 空港に隣接する遠山小学校は
123年の歴史を持つが、児童数の減
少により児童数は24人となっている
が今後の生徒数の見込みは。また、豊
住小学校は小規模特認校であり学区外
からも通学が可能ではあるものの、令
和7年4月に入学する児童はおらず児
童数は42人となった。市としてどの
ように捉えているのか。

答 住民基本台帳に基づく推計で
は、遠山小学校の児童数は令和８年度
以降、緩やかな増加が予想される。一
方、豊住小学校の児童数は令和８年度
以降、緩やかな減少が予想されるが、

学区外からの通学を認める小規模特認
校に指定することで、児童数の減少に
歯止めをかけ、小規模の良さを生かし
た教育実践を行っている。教育委員会
では、今後の児童数の推移を注視しな
がら、学習指導や生徒指導においてき
め細かな指導を行うとともに、近隣の
学校と連携した学習など他校にはない
小規模学校の特色ある活動が維持でき
るよう支援していく。

その他の質問 ▶宿泊税について　
▶インバウンドについて　▶空港周辺
の傷みの激しい道路の舗装修繕を

遠山小学校と豊住小学校の現状と今後は

問 私が今回の一般質問におい
て質問や問題提起していることは、複
数の部署で課題解決のための検討を行
う必要がある。どの項目も一つの担当
部署では早急な課題解決に向けたアプ
ローチが難しいと感じており、早急な
対応を行うため、市長のトップダウン
型による課題解決や方針を強く示すこ
とが重要と考える。そして、横断的に
関わる事案に対する事業課題への取り
組みについて、より積極的に進める必
要があると感じている。このようなこ
とから、市の全体像や方向性を定める

要である企画政策課のイニシアチブや、
行政管理課の機能を発揮した柔軟な体
制の構築が必要と考えるが、今後の考
え方と推進体制について見解を伺う。

答 事業の実施に当たっては、市
民のニーズや行政課題を的確に捉え、
市民目線に立った効果的かつ効率的な
組織体制を構築することが重要である。
中長期的な取り組みが必要となる施策
については、事務分掌の見直しや組織
改編の検討を行い、迅速かつ横断的な
対応が必要となる事業については、プ
ロジェクトチームを設置するなど、各

部署を横断した連携体制を構築して課
題解決に取り組んでいる。引き続き、
さまざまな課題解決に向け、既存の組
織体制にとらわれることなく柔軟に対
応していく。

その他の質問 ▶市発注行為による
循環型社会について　▶市内事業者へ
の優先発注について　▶高齢者福祉の
課題について

課題解決に向け各部署の横断的な取り組みを
鳥
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問 2025年6月定例会の建設水
道常任委員会において、ニュータウン
地区のオンデマンド交通について運行
形態の見直しを検討するとの報告が
あった。報告では、橋賀台医療地区と
成田赤十字病院への利用が多く、バス
停や路線バスがあれば、オンデマンド
交通を利用する必要はないとの仮説が
立てられ、ワゴン車によるニュータウ

ン地区内の定期便運行を新設すること
や既存バス路線の朝便の増便等が見直
し案としてあげられている。オンデマ
ンド交通は、多くの市民より改善の要
望が出ており、その対応が待たれてい
る。この見直しにより、ニュータウン
地区のオンデマンド交通利用者の移動
はどのように変わるのか。

答 報告した見直し案は、主に路
線バスの運行がないエリアの移動需要
を集約し、移動先としてニーズが多い
施設を目的地とする新たな移動ルート
や移動手段のイメージを一例として示

したものであり、見直し案の精度を高
め、その他の手法も模索している状況
である。引き続き、利用者や地域住民
の意見を伺うとともに、地域公共交通
会議での協議を重ね、官民が連携し効
率的に補完し合う交通ネットワークの
形成が図られるよう取り組んでいく。

その他の質問 ▶保育園･児童ホー
ムの待機児童と保育士･支援員の不足
について　▶公共施設や学校に生理用
品の無料設置を　▶小菅地区の民間開
発における投資の分配金の遅配を受
け、市の考えと今後の対応は

ニュータウン地区の公共交通はどうなるのか
荒
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問 保育園には早朝保育がある
が、小学校1年生になると教職員がい
るのか分からない早朝の学校に行くこ
ととなり、「朝の小1の壁」と言われてい
る。国は令和7年度から子どもの朝の
居場所を設ける自治体に補助金を交付
することとしており、本市においても
実証実験の実施を求めるが見解は。ま
た、「夏休みの壁」への対応として、児
童ホームでは令和5年夏より長期休業
期間における弁当提供の実証実験が
行われており、令和7年夏からは複数
の事業者から選択して注文できるよう

になり、高く評価している。令和6年
度には保護者アンケートが行われたが、
結果をどのように受け止めているのか。

答 「朝の小1の壁」については、
国の動向を注視するとともに、先進自
治体の事例等を参考に、地域や学校現
場の実情に応じた対応策を教育委員会
と連携しながら研究していく。また、
長期休業期間における弁当提供につい
て、令和6年に実施した保護者アンケー
トでは、弁当作りに負担を感じている
保護者は多く、弁当の内容や値段など
に関する様々な意見が寄せられ、事業

を実施する上での課題等の抽出や利用
者のニーズを把握することができた。
令和7年も引き続き保護者アンケート
を実施し、注文実績や弁当提供事業者
の意見等から実験結果を検証し、本格
実施に向けた検討を行っていく。

その他の質問 ▶小菅地区の民間開
発について　▶民生委員・児童委員の
なり手不足について

朝の小1の壁と夏休みの壁への支援を
油

ゆ
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だ
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問 今年の夏も例年に増して猛烈
な暑さが続き、全国各所で熱中症警戒
アラートが発令されるとともに、大気
の状態が不安定となり、各所で大雨災
害が発生した。このような災害は、全
国どこでも起こり得ることであり、本
市としても、市民の安全のため可能な
限りの備えを行うことが求められる。
避難所でのプライバシー確保に向けた

パーティション等の整備状況について、
また、廃校となった避難所の暑さ対策
について伺う。

答 本市では、避難者のプライバ
シーを確保するため、ワンタッチパー
ティション等や授乳・着替えの際に使
用するテント型のプライベートルーム
を整備している。これらの備蓄品は、
市内全体の想定必要量を市内3か所の
基幹倉庫や避難所の備蓄倉庫等に分散
して配置し、災害時の避難所の状況に
よって必要な物資、必要な数量を迅速
に提供できるよう体制を整えている。

また、廃校となった避難所の暑さ対策
として、扇風機等を利用して対策を
取っている。空調設備の整備は予定し
てないため、跡地利用の施設管理者と
協議を行い、エアコンがある部屋を利
用するなど柔軟な対応を取っている。
特に、高齢者や要配慮者は、優先的に
部屋を利用できるよう対応している。

その他の質問 ▶災害時のトイレ環
境の確保に向けトイレカーの導入を 
▶安心・安全な市道に向けた草刈り等
の保全対策は　▶空き家を使った地域
福祉との連携の可能性について

避難所のプライバシー確保や暑さ対策の取り組みは
鬼
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市政を問う！　一般質問

治体の取り組みを参考に、必要な支援
策について研究していく。また、共同
養育計画書の作成支援については、法
務省においてリーフレットの作成やこ
ども家庭庁において離婚前から親への
支援や専門的な相談体制について検討
がされており、国の施策と併せて適切
な支援や周知･啓発に努めていく。

その他の質問 ▶共同親権に係る項
目の今後の相談体制は　▶子宮頸がん
ワクチンの男性接種における費用助成
は　▶リーディングスキルテスト導入
の考えは

問 離婚後の父母間においてよく
取り上げられるトラブルは、養育費の
未払いである。千葉県や千葉市、市
川市、習志野市、鎌ケ谷市、いすみ
市、君津市等では、公正証書作成費用
への補助を行っており、本市において
も様々な取り組みが求められると思う
が、見解は。また、子どもが健やかに
成長できるよう、父母が協力して取り

組むことなどを具体化するための共同
養育計画の作成支援について、本市は
どのように取り組むのか。

答 離婚後も子どもが以前と同じ
水準の生活を維持できるようにするた
めには、養育費を確実に受け取る必要
があるため、書面による取り決めを行
うことを国も推奨している。公正証書
作成費用への補助は、一部自治体が実
施しているが、利用の見込みや実施体
制の整備等を検討する必要がある。こ
のようなことから、今後の国の施策を
注視しつつ、先行して実施している自

来年5月までに求められる共同親権への対応は
葛
く ず
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 議員
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市政を問う！　一般質問

問 成田空港では、滑走路の新設
や延伸、ワンターミナル化や新貨物地
区の整備など、第2の開港と言える取
り組みが進められている。空港周辺地
域では、圏央道等の広域的な道路ネッ
トワークの整備が進められており、空
港と空港周辺地域のポテンシャルは、
大きな高まりを見せている。この動き
に合わせ、千葉県では、国・空港周辺

9市町・成田国際空港株式会社と連携
して、空港を核とした国際的な産業拠
点の形成など、成田空港「エアポート
シティ」構想の実現に向けた取り組み
を進めている。構想の実現に向けて、
従来の枠組みにとらわれることなく、
人事面や予算面も含め連携した取り組
みが必要と考えるが、見解は。

答 本市は、国家戦略特区による
規制緩和に取り組むとともに、空港の
機能強化により見込まれる新たな開発
需要や人口増加等に対し、将来を見据
えたまちづくりを主体的に進めてき

た。成田空港「エアポートシティ」構想
が、空港周辺地域への波及効果を最大
限に受け止め、将来に向けて持続的に
発展していく重要な機会となると認識
しており、本市が有するポテンシャル
を最大限に発揮するため、関係機関と
連携しながら、構想の実現に向けて積
極的に取り組んでいく。

その他の質問 ▶企業立地促進のた
め各種行政手続きやフォローアップを
行う窓口の創設を　▶卸売市場の輸出
取扱高を伸ばすための取り組みは　▶
古墳を史跡として維持するために

エアポートシティ構想の実現に向け取り組みを

問 部活動は、豊かな人間関係づ
くりや明るく充実した学校生活を送る
上で大きな役割を担っていた。部活動
を停止し、地域で展開するに当たって
は、当事者である子どもの気持ちや考
えを最優先するべきである。令和7年
度の中学生議会では、久住中学校の生
徒より移動手段について、「私たちの地
域のような交通不便な地区では、移動
できないことが理由でクラブ登録でき
ない生徒が出てくると思う。スクール
バスやコミュニティバスの活用につい
て検討していただきたい」と切実な思

いを市に伝えていた。また、令和5年
度の中学生議会では、大栄みらい学園
の生徒が「大栄地区のような人口の少
ない地域で部活動を地域に移行するこ
とは、困難な状況にあると思う。本校
のように人材の確保が困難になりそう
な学校には、どのような対策があるか」
と質問をしていた。中学生議会のよう
な意見表明や意見交換会を設定する必
要があると思うが見解は。

答 生徒との意見交換会について
は、保護者や参加生徒に対してアンケー
ト調査を実施しているほか、委託業者

の巡回により生徒の意見などを集約し
ているため、現時点で行う予定はない
が、今後必要性が生じた場合は、検討
していく。

その他の質問 ▶学校部活動の意義
や必要性をどのように考えているのか　
▶部活動の地域展開の進捗状況は　▶
働き方改革の先にある教師と生徒の関
係について市が考える展望は

子どもたちの思いを反映した部活動の地域展開を
眞

ま

野
の

義
よ し

行
ゆ き

 議員

伊
い

藤
と う

竹
た け

夫
お

 議員

 

問 本市には、保育園や認定こど
も園といった保育施設に加え、病児・
病後児保育施設や障がい児福祉に関わ
る施設など多様な子育て支援拠点があ
り、子どもたちと保護者を支える大切
な役割を担っている。これらの施設で
は、保育士が子育て相談への対応や親
子の居場所づくり、虐待リスクの早期
発見等に尽力しており、その役割は保

育施設に劣らず極めて重要である。障
害児通所支援事業所等で働く保育士が
処遇改善を求めていることを以前一般
質問で取り上げたが、現在も処遇改善
を求める声が届いている。福祉・介護
職員の処遇改善の必要性は、報道等で
も取り上げられており、市独自で支援
する考えはないのか。

答 国は、福祉介護職員の処遇改
善を進めるため、令和5年10月に月額
賃金を平均9,000円程度引き上げるこ
とを目的としたベースアップ等支援加
算を新設し、さらに令和6年6月からは

上乗せ率の引き上げ等を行っている。
令和6年の賃金構造基本統計調査では、
新たな取り組みの成果が反映されてい
ないため、このような取り組みを受け、
引き続き処遇改善が進むと考えている。
本市では、障害児通所支援事業所に従
事する保育士の処遇改善策について、
直ちに実施することは予定していない
が、引き続き処遇改善の進捗や保育士
の充足状況等の把握に努めていく。

その他の質問 ▶子どもの目の健康
について　▶ヤングケアラー支援の強
化について

子育て支援施設で働く保育士の処遇改善を
一
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問 部活動の地域展開は習い事と
して捉えるのではなく、子どもたちの
健全育成に向けて充実した取り組みが
できるよう、我々大人が知恵を絞り、
地域展開の方法を構築しなければなら
ないと考える。新人戦終了後には、第
3期モデル事業が始まるが、指導者確
保の状況と配置人数を伺う。また、子
どもたちの充実した活動に向けて、指
導力を高めていく必要があると考える
が、質を担保するための取り組みは。

答 現在の指導者登録数は102名
であり、各クラブへ2名程度の指導員

を配置できる状況となっている。指導
者の質を担保するための取り組みとし
て、指導者は登録の段階で種目の経験
者や部活動の指導を行っている教職員
としており、種目未経験の指導者はい
ない。また、オンデマンド配信による
指導者研修制度を通じて、指導者とし
ての心構え、緊急時の対応、指導者の
ハラスメント防止、円滑なコミュニケー
ション等の様々な研修を実施している。
さらに、巡回スタッフが月に1、2回各
地域クラブを訪問し、研修内容を踏ま
えた指導が行われているのか状況を確

認している。引き続き、指導者の質を
担保する取り組みを実施していく。

その他の質問 ▶休日部活動の地域
拠点化により活動場所への移動に不平
等が生じるが対策は　▶休日部活動地
域展開の完全実施に向けた指導者確保
の見通しと報酬額、受益者負担額につ
いて　▶各拠点の大会やコンクール等
の参加方法について

部活動地域移行第3期モデル事業の指導者について
別
べ っ
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問 令和6年度に全国の公立小中
学校の年間授業計画において、標準授
業時数を大きく上回った学校が2割弱
あり、国は各学校に指導体制に見合っ
た計画への見直しを求める通知を都道
府県教育委員会等に発出したとの報道
があった。千葉県内では、公立学校に
おいて、標準授業時数を大きく上回っ
た学校が小学校5年生で17.1％、中学

校2年生で5.8％あったとのことであ
り、全国平均よりも少ない割合ではあ
るが、超過があることは県議会でも指
摘されている。本市の小中義務教育学
校における標準授業時数の現状につい
て伺う。

答 本市において、計画段階では
標準授業時数を上回る学校があったが、
実施状況では小学校5年生に該当校は
なく、中学校2年生は1校あった。標準
授業時数を下回っている学校は、計画・
実施ともに、小学校5年生や中学校2年
生の該当校はなかったが、全学年の実

施状況で見ると、災害や流行性疾患に
よる学級閉鎖等により、標準授業時数
を下回った学校が小学校で1学年、中学
校で1学年あったが、学習指導要領に示
された指導すべき内容は修了したこと
を確認している。教育委員会では、指
導体制や児童生徒の学習状況に見合っ
た教育課程の編成となるよう、各学校
の状況に応じて指導・助言をしていく。

その他の質問 ▶マンション管理適
正化推進計画の策定に向けた取り組み
は　▶不登校支援についての取り組み
は

小中義務教育学校の年間標準授業時数の現状は
中
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市政を問う！　一般質問

委員会視察を実施

　経済環境常任委員会では、9月10日に建設工事
が進められているいずみ聖地公園合葬式墓地と
K
カ ナ デ ビ ア

anadevia 成田浄化センターの現地視察を行いま
した。
（写真はいずみ聖地公園合葬式墓地の視察の様子）

中学生議会が開催

　本市の未来を担う中学生が、議会の仕組みや役割
を体験的に学習することなどを目的として、8月20
日に中学生議会が開催されました。市内の中学校や
義務教育学校から24名が出席し、さまざまな質問
や意見が出されました。
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申込期限　11月7日（金）まで

「成田市議会だより」についてのお問い合わせは、議会事務局へ。
〒286-8585 成田市花崎町760　TEL 0476-20-1570　FAX 0476-24-0336

成田市議会
議会HP
QRコード

＊�QRコードは㈱デンソー
　ウェーブの登録商標です

※�日程が変更となる可能性がありますので、議会事務局までお問い合わ
せください。

日 月 火 水 木 金 土

11/23 24 25 26 27 28
開会

29

30 12/1 2
一般
質問

3
一般
質問

4
一般
質問

5
一般
質問

6

7 8
委員会

9
委員会

10
委員会

11
委員会

12 13

14 15 16 17
閉会

18 19 20

11月28日（金） 開会予定です。
12月
定例会

　季節は秋。夏の猛暑から解放され、
人々の活動意欲や集中力が高まる季節
となりました。コーヒーの香りを楽し
みながら一服することもいいのではな
いでしょうか。
　さて、広報広聴委員会では、議会報
告会の開催に向けて協議を進めてきま

した。今回は、2日間に分け3部制で開催するほか、遠
山公民館でも開催するなど開催方法を見直しています。
　より良い地域にするため、皆さまと建設的な意見交換
をしたいと考えておりますので、ご参加を心よりお待ち
しております。

広報広聴委員会

コーヒー
タイム

パソコン・スマートフォン・タブレットで
本会議・委員会を視聴！
インターネットで
生中継・録画中継（本会議のみ）

検索成田市議会

議会中継

開催日時 定員 会場 意見交換のテーマ

11月 9日（日）午前10時～ 20名 対面方式
遠山公民館 より良い地域にするためには

〜地域コミュニティ、公共交
通、学校支援、成田空港、防災、
子育て、多様性社会など〜11月10日（月）

午後2時～ 20名 対面方式
成田市役所議会棟3階

午後6時30分～ 20名 オンライン方式
Web会議システムのZoomを使用します

※�成田市内に在住・在勤・在学している方が
参加対象です。

▶TEL 0476-20-1570（午前8時30分～午後5時、土日祝を除く）

▶FAX 0476-24-0336
　（記載事項：氏名（フリガナ）、
　電話番号、参加を希望する日時）

▶申込フォーム
議会報告会申込
フォーム
QRコード

　次のいずれかでお申し込みください。なお、当日参加も可能ですが、事前申し込みへのご協力をお願いします。

　成田市議会では、議会の活性化と市民に開かれた議会実現のため、
議会報告会を開催します。この報告会では、参加者との意見交換など
も予定しています。

議会報告会を開催します

令和6年議会報告会令和6年議会報告会

対面方式 と オンライン方式で

申込方法（事前申込制）

「成田市議会だより」は、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、
誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています。

議会報告会の告知動画が見られます
　スマホアプリ「COCOAR」をインストールし
て、本紙の表紙にかざすと、議会報告会の告知動
画をご覧いただけます。成田市議会ホームページ
に掲載された議会だよりの電子ブック版および成
田市公式YouTubeチャンネルからもご覧いただけ
ますので、ぜひご覧ください。

アプリアイコン

COCOAR

iOS・Android対応


